
平成19年12月25日安全対策調査会  

資料4－4－1－1  

ザ  ナミビル水和  物の異常な行動が記録されている事    例の概要（年齢脹   
）く販売開  始から平成19年9月30日まで）   

両        ．   ▼y   ＿イ   正  
山  B－06026559  女性  9歳  異♯行動   回復   管 ′～、 愁雲，、                インフルエンザB型と診断、ザナミビル水和物処方。本剤を吸入してから約11時間  

後、突然應きて、恐い．、助けてと青いながら、家中を歩きまわった。母が止めても  
強い力でふり払った。深夜、眠っていたが、突然、体を起こし、同様な行動。すぐ  
に意誰清明となり、恐い事を見たと言った。翌日夜も同様な行動。   

2  B－07001159  男性  10歳  異常行動   軽快   ザナミビル水和物吸入1時間後にこわいと言って大声を出した。夜、再度吸入後、  
夜中に急に起き出してホれだした。翌日、本剤の投与中止。昼、套の中で急に走  
り出し、おもちやの刀を振り回しだした。いずれも本人は全く言己憶はなく、怖かった  
ことだけ覚えている。   

3  B－06026553  男性  11歳   塩酸エビナステン   異常行動   回復   ザナミビル水和物を処方。急に立ち上がり、親の制止を振り切って、走り出した。  
d－マレイン酸クロルフエニラミン  回復  その後救急搬送され、翌日は異常行動なし。   
ツロブテロール  嘔吐  回復  
リン酸ベンプロペリン  意識レベルの低下  回復  
カルポシステイン  尿失禁  回復  
テオフイリン   

4  B－07001162  女性  11歳   葛根湯   自殺念血   回復   インフルエンザB型と診断され、ザナミビル水和物開始。投与2日目の朝、本剤使  
アセトアミノフエン   頭痛   回復   用ヰ時Ⅶ後、突然大声で叫び」2階の悪から落としてと貫い、気持ち悪いともがく  

浮動性めまい   回復   為、だきかかえながら、親がおさえつけていたら、普通の状態に戻り入眠。その  
異常行動  回復  後、本剤を服用するも何の症状も発現せず。   
激越  軽快  

5  B－06026555  男性  12歳  アセトアミノフェン   異常行動   回復   インフルエンザB型にて、昼、夕、ザナミビル水和物服用。翌早朝、夢を見ていた  
ようで、飛びおき、かけおりるように階段をおり、幻覚から異常にこわがり、5分間  
落ち着かなく、そわそわしていた。その後も本剤を使用するが、異常行動なし。   

6  B－06026552  男性  13歳  異常行動   回復   高熱あり、インフルエンザの診断。夜、ザナミビル水和物服用。深夜、1楷の自重  
下痢   回復   から2楷の両親の部屋に行き、意味不明の言動あり、部屋の中をぐるぐる回る。  

本人は全く覚えていなかった。解熱し、本剤使用するも、その後は異常行動な  
かった。   

7  B－07000021  男性  13歳  異常行働   回復   インフルエンザと診断し、ザナミビル水和物処方。投与2日目、本剤服用から約3  
時間後、突然手足をバタ／くタさせたり、飛びはねたりの異常行動出現。全く制止  
不能であった。本人の当時の曹己憶はなし。   

ザナミビル水和物  1／2   
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ザナ羞ビル水和物の 

8  回復   臆遍弱冠紺■諌・薄統領紙虹  
。 

常行動を起こす。   

9   ア～■スロマイ～、水和   ■亡■■－   回復   夜吸入後、異常行動発現（暴れた）。両親で押さえつけて止めた。  
ジプロフィリン・ジヒドロコデイン配  

合剤  

10  B－07000023  女性  30歳   カルポシス‾イ、   幻覚  回復  ザナミビル水和物を任免服用2－3時間にて家と反対方向に歩き出し、夫に注意  
臭化水素酸デキストロメトルプア  回復  を促されて戻る。帰宅後もトイレで壁に向かって何度もおじぎをし謝っていた。  
ン  翌日、ザナミビル水和物中止し、同様な症状は起きていない。   

ザナミビル水和物  2／2   
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資料4－4－1－2  異常な行動   

覿ヰ中か否か  
（畿社中三0．t  
寝中じやないりり  ll■中の■倉、 仰■■から彙 1暮での■¶  

れ書な行■の人体的な鯵ヰ  
（鋼：幻先については轟体l柳こ胃が見えたか？本人が幻薫をよたのか、        ★がカ鷺を1ていたようだとt 

っているのか？）  

†面白∵鋸鰯洋モ：乳1：湘モ師栴ご蒙串首歩さまわ盲≠ご毎が正‾  
めても強い力でふり払った．  
Z現ヨ：絶っていたが、突熟体竜起こし、恐い、助けてと書い出す．  
3回目：鴨っていたが、もに起さて、想い．t伽ナてと書い出ナ．  

■l■Tq生  
讐の■書■  

先に対ナる   
反応  

l圃巳：不明  

2匝＝】：不明  

引司目：不■I  

鼻欄虻嘱■彙t■州  

「‘■●●‾■一…‾  

l回目：rこわい」と大■を発する．  
2回月夜中に■に起き出して■れだす．  
咽日（本州中止瞳の集覆）：tの中で急に走り出し、おもちやの刀を振り回しだ  
す．  

蒼だ鮪壬聯ぢ醐薄犠り切ろモ走り鳩すこ醐ぢな亡｛よ亨な  
走り方で桝0抄走り出し、豪■でぐったりしてとまる．鞍を半開さにし、見失難し  
た． 欒康夫声事机上‾r痛がそ盲ぐるi葛ir主幹iiモもじがだが弥1T覇道死な‾  

せてJ、2■に≠ていてー辛から籍としてJなどと邑薇■宜の糠なことを沢山口  
走った．気得ち書いともがく．紀書上がろうとするのに、手足を助かしただけで．  
起蕾上がり切れなかった．  

1闊員：10℃   

■  

■  
中止tの貞  
■）：叩∬℃  

1P冒：不■ 量閂F：不嘱 さ中∃：不▼l  

l曙日こ不 瑚椚卜不 叫椚L不■  

Ⅷ柑：■し t■■こ■し 】■■：■し  

1固唱：不戦 2匝8：不切 沌柑：不■  

暮■レベルの俺下、帝  ■★行■、暮心．■吐．  大蠣  
★行■、義絶．色数量  す■、津■性め圭Ll．人  ■  

れ♯に大きく天井まで大さなものになっていて1♯にこわがり、なかなかおち  

つかなく．モわそわしていた．  
†繭おぎ重£てら吉檜あ誇畿あ弼iだ行ぎご古分村＃蒼肺柵晰毛こ‾ 飾1の中壬ぐるぐる回り 

、死にたいとかお金がどうかした（一万円債りた）讐の状  
膿が拙く．  
葬蘇亭定酢噂パ与き音別こ湘1まね葛禰正草庵お析貞打‾－－…‾…‾‾■■  

索厳粛ぎ姉御嗜臨iご離さ海軍盲ずイド羊ニサ）L妄持甜稚亨王手古ご謹 書さけぴ 

、ベッドサイドにあるテーブルに曇り、■れ、ベッドから落ちる．  

ぎと蔑預芳漸三歩ぎ由二二貰1三注意書僅き範モ巣盲二輪宅護訴才じモ蜜だ両‾ か 

って何度もおじぎ竜し謝っていた．叫をコツンコツンと療にうちつけていたため  
鸞人が気づき止めた．水を飲もうとしたら空中でひっくり返してしまった．  

ザナミピル水和物  l′1   




